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●学びあう子  ●支えあう子  ●やり抜く子 

第７号 
福山市立駅家西小学校 

2026年（令和8年）10月 6日 

  

「こころの相談室（体罰・セクシャルハラスメント・いじめ防止相談窓口）」 場所：保健室・会議室・職員室 担当者：内野・北川耀・前田・松谷 

9月25日(金)は、1年生の給食試食会と PTCがありました。給食の献立は、「ご

はん、牛乳、くきわかめのきんぴら、月見汁、月見団子」でした。この日はお月見献

立で、栄養教諭から、月見団子の由来や十五夜の過ごし方について話を聞きながら、

給食を味わいました。 

試食会後、体育館で、福山市の学校給食の取組や駅家に小学校での取組について説

明しました。また、今年度から初めての取り組んでいるのが、食育相談会です。お子

様の食に関して悩みをお持ちの方は、遠慮なく栄養教諭にご相談ください。 

PTC では、大切に育てたアサガオのつるで作ったリースの飾りつけをしました。

おうちに持ち帰ることを楽しみにしながら、材料を選び飾り付けることができまし

た。 ご参加、ありがとうございました。 
 

 
 
今年度は、福山市内で教員としてお勤めになり、図画工作科に力を入れて研究して

こられた桑田美穂子先生をお招きして、図画工作科の授業をしていただいています。
すでに６年生は「桜の木の絵」、３年生は「合わせ絵」、２年生は「スイミーの絵」の
授業をしていただきました。そして１０月１日には、５年生１組が「大きな木の絵」、
２組が「あらしの海の絵」の授業をしていただきました。「発想がおもしろい！」「色
遣いがいいね。」「もっと色を重ねたらいいよ。」など、こどもたちがもっている感性
を伸ばす声かけや、具体的なアドバイスをしてくださり、こどもたちは自分の作品と
真剣に向き合っていました。 

6年生 修学旅行での素敵な姿から見えてくること 

９月25・26日、６年生は京都、奈良、大阪へ修学旅行に行ってきました。 

６年生は、多くの素敵な姿を見せてくれました。さすが最高学年！の姿でした。 

１ ☆ 気持ちのよい挨拶 ☆ 

 道行く人に「こんにちは」と進んで挨拶。 

 各施設やお店の人たちにもきちんと挨拶。 

 相手が思わずほほえんでくださったり挨拶を返して 

 くださったりする光景は、とても清々しかったです。 

 ふだんから教室で、家庭で、地域等で少しずつ育んで 

きた成果です。 

２ ☆ 時間を守る ☆ 

 本当にどの集合時刻も誰１人遅れませんでした。 

 声をかけ合う、一人一人が意識をする、そのことにより、お互い気持ちのよい行程、活動

となりました。これも、突然にはできません。おかげで、運良く予定にはなかった清水寺

での音羽の滝も体験できました。 

３ ☆ 助け合う ☆ 

 困った時、分からないことは相談する、声をかけ合う、教え合う、そんな姿も沢山ありま

した。「友達がいるからできた」協力、思いやり、友情・・・の姿でした。 

 学校でも、事前に道徳の授業でじっくり考え、実際に行動に移せるか実践。学びが活きて

いたのではないでしょうか。 

４ ☆ お土産を買うという体験 ☆ 

 こどもたちの姿は様々。「お家の人に頼まれて」「明日が弟の誕生日だから」「習い事の人

たちへ」「自分の好きな物（厳選していました）」「家でお茶会をするための和菓子」 

 と、「お土産」を買ったその先に思いをふくらませながら選んでいました。相手を大切に

思う、自分自身の時間の記念にする、人を、自分を大切にするという意味も、「お土産を

買う」ことに込められていることを改めて感じました。また、「欲しいけど、次に～を考

えているから我慢しよう」「高いなあ、あっちがいいかなあ」など、実地の金銭教育にも

「我慢」という自己調整力向上にもつながりました。 

５ ☆ 学びがつながる ☆ 

 ガイドさんの歴史的クイズに的確に答えていたこどもたち。 

 私もびっくり！社会科の学びがつながっていました。また 

 漢字ミュージアムでは「漢字検定に挑戦」というプリントを 

 発見し、チャレンジする姿も。私は初めて見ました！ 

学校現場では「修学旅行は６年間の集大成」とよく言います。１年生から発達段階に応じ

て育まれた主体性、社会性、協調性等、人として素晴らしい姿を見せてくれた６年生に感謝

です。                    （文責：校長 池田明子） 


